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はじめに

　豊岡演劇祭は、兵庫県豊岡市および周辺市町の
広範囲で同時多発的に多様な舞台芸術作品を発表
するフェスティバルである。過去に「プレ開催」と
位置づけた 2019 年 9 月の「第 0 回豊岡演劇祭」、
2020 年 9 月の「豊岡演劇祭 2020」、2021 年 9 月の

「豊岡演劇祭 2021」の計 3回が企画された。しかし、
直近の豊岡演劇祭 2021 は新型コロナウイルス感染
症拡大の影響で中止を余儀なくされたため、他 2 回
が実施に至っている。
　また、文化庁が文化観光推進法に基づき 2021 年
5 月に認定した「豊岡市地域計画」では、「2019 年
から実施している豊岡演劇祭は市内の文化資源と
演劇を掛け合わせた新しいツーリズムの可能性を
予見するものであり、演劇祭を地域活性化のプラッ

トフォームとして様々な実証実験を行う」とされて
おり、豊岡演劇祭が舞台芸術作品を発表するフェ
スティバルであるだけでなく、観光客来訪のトリガ
ーとなり、さらには地域課題解決のプラットフォー
ムとして企業と協業したまちづくりを実践する場
であることが示されている。
　例えば、開催地が広範にわたる豊岡演劇祭では、
会場間の参加者輸送が主要課題の一つに挙げられ
ている（図1）。本稿では、過去の豊岡演劇祭で実施
されたモビリティ施策とそこから得た示唆、また新
型コロナウイルスの影響で中止となった豊岡演劇
祭 2021 に向けて検討していたモビリティ施策の検
討を基に、次回開催に向けた課題の洗い出し、アッ
プデートの方向性、施策を演劇祭後に社会実装す
る可能性について考察する。

研究ノート

豊岡演劇祭におけるモビリティ・ディレクション手法の検討
―演劇祭を起点に考える交通と舞台芸術の「あいだ」―

野津直樹

A Consideration of Mobility Direction Methods on Toyooka Theater Festivals: 
Contemplation of Relationship between Traffic and Performing Arts

NOZU Naoki

Abstract
     Since the Toyooka Theatre Festival (TTF) features a variety of performing arts performances 
simultaneously around the wide area of Tajima (Hyogo Prefecture, Japan), one of the main issues 
is audience traffic between venues. In this research note, the traffic issues on the TTF 2022 became 
clear based on a consideration of some mobility experiments conducted in past TTFs, as well as TTF 
2021, which was cancelled due to the COVID-19. This note also aimed to start a consideration of the 
possibility to update the mobility for the local citizen’s daily life through TTFs’ experiments.

Key words: Mobility Direction, Theater Festival, Art Festival

（2022年3月4日受付，2022年6月1日受理，2022年9月30日発行）



芸術文化観光学研究　第1号　2022 

152152 研究ノート  野津直樹

地域公共交通の現状と豊岡演劇祭の
モビリティ課題
　第 5回近畿圏パーソントリップ調査（2010 年）に
よると、豊岡市をはじめ、周辺市町を含む但馬地域
ではいずれも公共交通（鉄道およびバス）の分担率
が約 3 ～ 6％と低く、生活交通は過度に自動車に依
存する傾向にある（図 2）。少々古い調査ではあるが、
10 年に一度実施されるパーソントリップ調査の結
果として公表されたデータとしては最新のもので、
現在と比較しても大幅な交通事情の変化は無いと
考えられる。
　路線バスの主な利用者は自動車を運転しない高
齢者や高校生で、一日の運行本数は都市部に比べ
ると少ない（図 3）。例えば、本学教育研究棟の目の
前にある全但バス「芸術文化観光専門職大学」停留
所には豊岡病院行が 10 本（土休日は 4 本）、但馬空
港行が 3 本（土休日は 2 本）停車する。運行ダイヤ
も通院や通学への利便性が重視されており、観光
客や観劇者にとって、行動パターンと合致し利用し
やすい状況であるとは言い難い（図 4）。

　演劇やダンス等の舞台芸術作品の上演を芸術サ
ービスとして捉えると、芸術サービスはサービスと
して基本的な 4 つの特性（小宮路、2010）である「無
形性」（物理的実体がなく触知不可能）・「変動性」

（時間・時刻によって変化し、いつでも同一のもの
になるとは限らない）・「消滅性」（物理的に貯蔵で
きない）・「同時性」（生産とデリバリー、消費が同
時になされ三者が不可分）を揃えている。このこと
は、実は地域公共交通をはじめとするモビリティサ
ービスについても同様である（髙原・栗野、2021）。
　一方で、芸術サービスとモビリティサービスで性
質が異なるのは、芸術サービスとしての舞台芸術作
品が主に本源的需要であることに対して、モビリテ
ィサービスは本源的需要から派生して生じる需要

（派生需要）がほとんどである（髙原・栗野、2021）
という点である。そのため、芸術サービスとモビリ
ティサービスを一貫した芸術文化観光サービスと
して成立させるためには両者の時間変動の条件を
すり合わせることが不可欠であるが、派生需要であ
るモビリティサービス側を既存の運行スケジュー

図1　豊岡演劇祭2021　会場間の交通概念図
（豊岡演劇祭実行委員会作成）
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図2　兵庫県但馬地域の自治体別交通手段分担率　（兵庫県作成）

（a) 平日の自治体別交通手段分担率

（b) 休日の自治体別交通手段分担率
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ルに固定することは容易ではない。次章以降で、具
体的にどのような取組が検討・実施され、どのよう
な課題が見えてきたのかを整理する。

第 0回豊岡演劇祭（2019）の
モビリティ・サービス
　豊岡演劇祭は 2020 年が第1回の開催となったが、
2019 年 9 月6日（金）～ 8日（日）に「プレ開催」と
位置付けた「第 0 回豊岡演劇祭」を開催している。
会場は、兵庫県豊岡市内の城崎国際アートセンター
と出石永楽館の 2 箇所で、参加者の本源的需要とし
ての観劇需要を満たすモビリティサービスの派生
需要のパターンは限られているため、全但バス株式
会社（以下、「全但バス」）の運行による既存の「路

線バス」と公演時刻に合わせて臨時増発運行する
「会場間バス」の 2 種類を軸に臨時サービスが構成
された（図 5）。また、観劇前後に派生する観光需要
を満たすために、一般財団法人トヨタ・モビリティ
基金（以下、「トヨタ・モビリティ基金」）および兵庫
トヨタ自動車株式会社（以下、「兵庫トヨタ」）の協
力を得て、超小型電気自動車「コムス」の無料貸出
サービスや、地域住民・ファミリー向けの無料循環
送迎サービスが試行された（図 6,7）。
　第 0 回では比較的需要が予測しやすく、前述の既
存の地域公共交通を補完する各種サービスが試行
されたにも関わらず、参加者アンケートではサービ
ス改善要望が多く寄せられ、全てのサービス改善
要望カテゴリのうち交通に関する要望が首位（総コ

図3　豊岡市の交通弱者の移動を支える公共交通の例（全但バス）

図4　全但バス「芸術文化観光専門職大学」バス停（南行のりば）
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図6　超小型電気自動車「コムス」の無料貸出サービス
（第0回豊岡演劇祭ホームページより引用）

図5　第0回豊岡演劇祭 各会場へのアクセス（第0回豊岡演劇祭ホームページより引用）

図7　地域住民・ファミリー向けの無料循環送迎サービス
（第0回豊岡演劇祭ホームページより引用）
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メント281人中 75 人）という結果が出た（図 8）。
　交通に関するサービス要望の内訳をさらに分類
すると、会場間移動に関する要望が過半数となった
が、具体的なコメントを読み込むと、臨時運行の会
場間バスが無い公演間では「路線バスの本数が少
なく移動が不便だった」という不満が寄せられ、会
場間バスを臨時運行した公演間では「バス時刻を公
演時刻に合わせすぎて余白が無く、周辺を観光す
る余裕が無かった」という不満が寄せられた（表 1）。
この相反する要望に同時に応えることこそが、芸術

サービスから派生するモビリティサービスを適切
に成立させる難しさだといえる。
　本アンケートの結果を踏まえると、不便に対する
不満に留まらず、便利にし過ぎてしまうことへの不
満にも応え、芸術文化観光サービスとしての総合的
な体験価値を高めるために、今後の豊岡演劇祭の
モビリティデザインには「便利―不便」の軸と「益
―害」の軸を同一視せず独立したものと考える「不
便益」の概念（川上、2017）を導入し、「楽だけど楽
しくない」サービスよりも「楽ではないけど楽しい」

図8　第0回豊岡演劇祭　アンケート集計結果
（豊岡市ホームページ　第0回豊岡演劇祭開催報告より引用）

（豊岡市作成）

表1　交通に関するサービス要望の内訳
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サービスの成立を目標に見据えることが有効では
ないかと考えられる。

豊岡演劇祭 2020のモビリティ・サービス

　豊岡演劇祭 2020 は初の本格的開催となった豊岡
演劇祭で、会期は 2020年9月9日（水）～22日（火）
の14日間になり、公演はメインプログラムとフリン
ジプログラムの 2 種類で構成され、会場も豊岡市内
の 5 つのエリア（竹野・城崎・豊岡・江原（日高）・
神鍋（日高））に広がることで、前年の「プレ開催」と
比較すると開催規模が大きく拡大した（図 9）。会期
中にいくつかのモビリティ施策が実施されたが、そ
の中でも本稿では「神鍋・日高エリアにおけるオン
デマンド交通の実験運行」について触れたい（表 2, 
図10）。
　高原・栗野（2021）によると、モビリティサービ
スは経路とスケジュールの自由度によって分類で
きる（表 3）。経路とスケジュールの双方とも自由度
が高いのは自家用モビリティによるサービス（典型
的には自動車や自転車の運転）である。自らモビリ
ティを所有することで、いつでも出発可能で混雑の

少ない経路を選べる反面、サービスの需要人数が
少なくなりモビリティ一台あたりの乗客数が限ら
れるという問題がある。経路とスケジュールの双方
とも自由度が低いのは、電車、バスなど非自家用モ
ビリティによるサービスである。一台のモビリティ
の乗客数を大きくすることができる一方で、利用者
は運行スケジュールに合わせる必要があり、出発し
たいときに出発できない。
　自家用モビリティと非自家用モビリティは長所
と短所とが正反対になる。とりわけ豊岡市のように
自動車の交通分担率が高い社会では両者の自由度
の差が大きいため、双方の中間に位置するモビリテ
ィシェアやサービスシェアによるサービスが果たし
うる役割は大きいと考えられる。
　そこで豊岡演劇祭 2020 では、トヨタ・モビリテ
ィ基金の支援の下、多くのプログラム公演・フリン
ジ公演が実施され、徒歩で回れない広範囲に観光
資源が点在する神鍋・江原エリアで期間限定のオ
ンデマンド交通の実証実験が行われた。
　運行日時は、演劇祭期間中の土日祝（最終日を除
く）5日間の 9 時半～ 21時半で、乗降は神鍋エリア
の各フリンジ会場・宿泊施設・飲食施設・全但バ

図9　豊岡演劇祭2020　フリンジ会場マップ
（豊岡演劇祭2020　当日配布パンフレットより引用）
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表2　豊岡演劇祭2020　モビリティ施策一覧

図10　神鍋・日高エリアにおけるオンデマンド交通の実験運行

表3　モビリティサービスの経路とスケジュールによる特徴

（髙原・栗野、2021）

スケジュールの自由度

低 中 高

経路の
自由度

低 非自家用モビリティによる
サービス

中
モビリティシェアや
サービスシェアによる

サービス

高 自家用モビリティ
サービス
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ス各バス停付近、江原エリアの JR 江原駅・江原河
畔劇場・各フリンジ会場に加え、コウノトリ但馬空
港で行えるようにした。予約はスマートフォンサイ
トまたは電話で行え、乗車前日から直前まで受付、
乗車運賃は 1人 1回 500 円とした。
　利便性の高いモビリティサービスとすることで、
演劇祭参加者の体験価値向上を目的とするだけで
なく、当初は地域住民の生活の足としてオンデマン
ド交通が機能するかも確認したいと考えていた。し
かし、2020 年は新型コロナウイルスが急速に広が
り、豊岡演劇祭 2020 の運営にも大きな影響を及ぼ
した。2020 年 9 月時点では兵庫県但馬地域内で新
型コロナウイルスの感染者が未だ確認されていな
かったこともあり、演劇祭自体はかろうじて開催で
きたものの、京阪神や首都圏の大都市部から豊岡
市内へ観光客を呼び込むための積極的な広報は避
けられ、演劇祭参加者に対しても本来演劇祭の主
要な目的の一つである周辺観光資源への回遊を促
進することができなかった。オンデマンド交通も、
車両定員上は1台に同時に最大8名乗車可能な設計
としていたものの、「三密」を避けるために 1台の最
大乗車人数を半分の 4 名までと制限したため、サー
ビスシェアを実施することによるスケールメリット
も出しにくくなっていた。結果的に、実証実験期間
の 5日間で 56 名・86 件（のべ 94 名、平均乗車人数 
約1.09 人 /件）の利用を受け付けたが、演劇祭終了
後に実証実験を継続できる収支には達しなかった。
　オンデマンド交通等のサービスシェアは、髙原・
栗野（2021）も指摘するように次世代モビリティの
自動走行が可能になった場合には新たな市場が開
けるだろう。しかし、現状のオンデマンド交通は他
人が運転するモビリティサービスであり、スケジュ
ールと経路の自由が制限されるだけでなく、人件費
コストも大きく掛かるため万能ではない。現状では
スケジュールと経路の自由度を上げれば上げるほ
ど人件費コストが嵩むサービス構造となっている
ため、持続可能なサービスとするためには地域内で
完全に自由な移動を保証するのではなく、地域住民
向けであればある程度まとまった需要のある経路
や時間に絞って運行し、演劇祭参加者向けであれ

ば、例えば公演プログラムと組み合わせて需要自体
を喚起していく必要がある。
　演劇祭における持続可能なモビリティシェアに
よるサービスの可能性としては、自家用モビリティ
で会場間を移動する地域住民の参加者に、スケジ
ュールと経路を同じくする観光客の参加者が同乗
するライドシェアのサービスも考えられる。今後、
豊岡演劇祭のモビリティサービスとして導入を目
指すには、同乗者間での新型コロナウイルスの感染
拡大リスクや、道路運送法第 4 条違反となる（いわ
ゆる「白タク」）リスクを排除しながら、同乗者の十
分な安全を確保できる仕組みを検討していく必要
があると考えられる。

豊岡演劇祭 2021（中止）で検討した
モビリティ・サービス
　豊岡演劇祭 2021 は前年に続き、2021 年 9 月9日

（木）～20日（月）の 12日間、会場は前年の豊岡市
内 5 つのエリア（竹野・城崎・豊岡・江原（日高）・
神鍋（日高）からさらに出石・但東・養父市・香美
町の 4 つのエリアが加わることによって、より広範
な地域でプログラム上演が予定されることとなった。
　しかし、新型コロナウイルス感染症対策として
2021 年 8 月20日（金）から 9 月12日（日）にかけて

（のちに 9 月30日（木）まで延長）、但馬地域を含む
兵庫県全域に緊急事態宣言が発出されることとな
り、豊岡演劇祭実行委員会は「大きな声を発しない
演劇公演での感染拡大の可能性は低いとされてい
るものの、人流の抑制を強く要請されている中で、
県境を越えた移動を伴う全国規模の演劇祭を自治
体主体で開催することは困難である」として豊岡演
劇祭 2021 の中止を決定した。
　そのため、豊岡演劇祭 2021 において実現したモ
ビリティ・サービスは存在しないが、本章では
2021 年 9 月の開催に向けて導入を準備・計画して
いた二つのモビリティについて紹介する。
　一つ目は、株式会社EXx（エックスと読む。以下、

「EXx」）が開発した電動キックボードサービス
「ema」である（図11）。電動キックボードは、城崎地
区の観光交通の以下の課題を試みるべく、EXx・豊
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岡市・芸術文化観光専門職大学（以下、「CAT」）の
三者が連携協定を締結し、城崎温泉駅前を中心に
豊岡市内にモビリティシェアサービスとしての電
動キックボードを約10 台配置する計画を立てた。
　とりわけ演劇祭期間中のモビリティ・サービス
としては、城崎国際アートセンターと JR 城崎温泉
駅との間を気軽に往来でき、スケジュールと経路の
自由度が高く、相互に乗り捨てもできるモビリティ
シェアの実験として実施することで城崎地区の観
光交通の課題解決を試みた（表 4）。しかし、豊岡演
劇祭 2021 が中止となったため、演劇祭のモビリテ
ィとして導入するとどのような効果があるかを実
証することはできなかった。
　一方で、豊岡演劇祭 2021 をきっかけに導入の議
論が始まった「ema」ではあるが、結果的に 2021 年

8 月～11月の期間において、城崎地区での実証実
験を実施することになった（城崎国際アートセンタ
ーでの貸出・乗捨サービスは見送り）。演劇祭が地
域活性化のプラットフォームとして実証実験を実
施するきっかけとなった事例とは言えるだろう。
　二つ目は、川崎重工業株式会社（以下、「川崎重
工」）が開発した電動三輪モビリティ「noslisu（ノス
リス）」である。こちらは、川崎重工とCAT地域リサ
ーチ＆イノベーションセンターの第 1 号プロジェク
トとして、但馬地域のモビリティ・サービスに関す
る社会課題を解決するために川崎重工からCATに
貸し出された（図12）。ノスリスは演劇祭期間中に
豊岡地区で貸出を実施し、駐車場の場所や駐車台
数が限られる豊岡市中心部における豊岡演劇祭参
加者の回遊促進を図ることを企画していたが、これ

図11　城崎温泉街を走る電動キックボード「ema」　（豊岡市撮影）

顕在化している課題

（1）
城崎温泉は、温泉街が東端の城崎温泉駅から西端の城崎国際アートセンターまで約2kmと東西に長く、徒歩で20〜30分
程度を要する。そのため、特に豊岡演劇祭をはじめとするイベント開催時に利用できる観光客向けの二次交通が不足し
ていると考えられている。

（2） 温泉街の周辺道路は狭隘で、中心部は駐車場の場所や駐車台数も限られているため、周辺店舗等への立ち寄りを促進す
るためには、自動車に頼らないコンパクトな移動手段が求められている。

（3） 城崎温泉中心部からの二次交通の不足により、特に公共交通で来訪した訪問客の滞在時間が短く限られており、玄武洞
や竹野浜をはじめとした市内周辺観光地への周遊が十分に促されていないと考えられている。

（4）

JR城崎温泉駅前では既にレンタサイクルのサービスがあるものの、温泉街は東から西に向けて緩い上り勾配が続くため、
動力の無い自転車は観光客にとって十分な利便性を確保していると言い難いケースが存在する。また、城崎温泉では温
泉街全体を一つの大きな旅館と見立てて宿泊客が浴衣姿で「そぞろ歩き」をする文化があるが、浴衣姿では自転車に跨る
ことが難しいという課題が存在する。

表4　城崎地区の観光交通の課題

（筆者作成）
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も豊岡演劇祭 2021 の中止により実現されることは
無かった（当該期間中、CATに貸し出されたノスリ
スは兵庫県朝来市内のゲストハウスで貸出運用さ
れた）。
　いずれも豊岡演劇祭 2021 のモビリティ・サービ
スとしては実現しなかったが、豊岡演劇祭 2021 で
は前年と異なり、準備初期から開催にあたって
COVID-19 の影響を受けるであろうことが予想で
きたため、前年のオンデマンド交通の振り返りか
ら、導入しても「三密」空間を生み出さないオープ
ンエアで一人乗りのモビリティシェアに重点を置
いた実証実験にしようと考えた経緯がある。
　また、Illich（1974）は「交通（トラフィック）」を人
間の新陳代謝エネルギーを使用し時速 15マイル以
下で移動する「自律的移動（トランジット）」（典型
的には自転車）と、他のエネルギー源に依存して時
速 15マイルを超える高速で移動する「他律的な運
輸（トランスポート）」に区別する必要性を説き、他
律的な運輸である乗物の常用者は「自分が急速力
で運ばれていくときに車外を流れていくじかに触
れることのない風景を活動範囲と思い込む」と指摘
している。このIllichの主張と、第 0 回豊岡演劇祭で
城崎と出石を一直線に結ぶ会場間バスの利用者か
ら「観光をする余裕が無かった」というフィードバ
ックがあったこととの間には重なる部分がある。そ
のため、これまでトランスポートに偏っていた豊岡
演劇祭のモビリティ施策を、今後はトランジットに

も展開していくことが重要であると考えられる。自
律的移動が芸術文化観光体験にもたらす価値の実
装は、2022 年以降の豊岡演劇祭でも継続して検討
すべき課題である。

おわりに

　豊岡演劇祭 2021 は開催されなかったが、連動・
連携を予定していたいくつかのパフォーミングア
ーツ上演企画は、COVID-19 の感染状況が落ち着
いた後日に単独で実施された。その中でも地域のモ
ビリティインフラを本源的需要に昇華させた芸術
作品として、以下の二つを事例に挙げる。
　一つ目は、西日本旅客鉄道株式会社（以下、「JR
西日本」）の観光列車「うみやまむすび」とスイッチ
総研のコラボレーションによる城崎発演劇列車『絶
景！！日本海！山陰本線ローカル駅スイッチ』（主
催：西日本旅客鉄道株式会社、株式会社 JR西日本
コミュニケーションズ　他、後援：豊岡演劇祭実行
委員会）である。これは、スイッチ総研が山陰本線
のローカル駅にいくつもの小さな演劇を仕掛け、参
加した列車の乗客が但馬ならではの食事と風景を
楽しみながら駅ごとに観劇をする周遊型のツアー
である。運行区間は城崎温泉駅～久谷駅で、2022
年 2 月16日に JR西日本の長谷川一明社長が記者会
見で「具体的な経営状況を地元と共有し、地域にと
って最適な交通手段が何なのかを議論していく必

図12　電動アシスト三輪車 noslisu　（芸術文化観光専門職大学にて撮影）
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要がある」と述べた区間と重なっている。当該区間
は普通運賃が片道590円、往復1,180円でも利用が
少なく、今後廃線・バス転換も取り沙汰されかねな
い区間ながら、この城崎発演劇列車は 1人 7,000 円
以上に価格設定しても即日全席完売となった。これ
こそが派生需要と本源的需要の差であり、芸術文
化観光サービスが地域社会に生み出すことのでき
る価値のひとつと言えるだろう。
　二つ目は、全但バス主催のバスツアー『豊岡
OmniBUS～ユメとウツツをめぐる旅～』である（図
13）。これはバス車内が劇場となり、参加者は、バ
スの車窓から豊岡市内の風景を眺めながら、アーテ
ィストの清水美帆と写真家の鈴木竜一朗によるラ
ジオ番組収録に立ち会いつつ、バスが停まると観
光資源に立ち寄る 2 時間 20 分のツアーで、モビリ
ティの本源的需要と派生需要の双方をハイブリッ
ドに兼ね備えたパフォーミングアーツと言える。こ
のような演劇バスは、線路ではなく道路を走行する
分、演劇列車よりもスケジュールと経路設定の自由
度が高いため、今後は演劇祭と組み合わせること
で地域公共交通の利便性が高くない地域に会場設
定しやすくなる可能性がある。参加者はツアーバス
で移動することによって、次の会場へ向かう派生需
要を叶えつつ芸術文化観光体験をするという本源

的需要も満たすことができるため、「移動が長くて
不便だった」という第 0 回や 2020 での参加者フィ
ードバックを改善する端緒にできると考えられる。
　芸術と交通の「あいだ」についてはこれまでに篠
原（1992）が詳細に論じている。哲学分野ではコミ
ュニケーションを交通と訳す場合があり（柄谷、
1994）、篠原が論じる「芸術の交通論」における交
通も基本的にはコミュニケーションを指している
が、トラフィックの交通に対してもコミュニケーシ
ョンの交 通 論 を適 用 することができる（篠 原、
2018）。篠原は想定する 4 つの交通様態「単交通」

「双交通」「反交通」「異交通」のうち、芸術の世界
でもっとも大切なものとして、相互の異質性を保持
しながら、さらなる異質性が生成する「異交通」の
様態を挙げている。今後の豊岡演劇祭におけるモ
ビリティ・ディレクションの方向性としては、会場
間の移動利便性を高めるだけではなく、移動そのも
のを本源的需要に変えて体験価値を高めるための
モビリティと舞台芸術の関係性を模索することが
重要である。その関係性を篠原が論じる「あいだ」
哲学で表現すると、舞台芸術の存在がモビリティの
あり方を変容させ、モビリティの存在が新しい舞台
芸術作品を創り出すという「異交通」の関係性づく
りが肝要ということになる。演劇祭をきっかけに構

図13　『豊岡 OmniBUS ～ユメとウツツをめぐる旅～』（全但バスホームページより引用）　
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築された芸術と交通との「異交通」の関係性は、演
劇祭会期終了後にも、地域の日常的なモビリティの
中にレガシーとして残せる可能性があるため、地域
課題の解決という視点から見ても重要である。よっ
て今後は、コミュニケーションデザインを重視する
ことによるモビリティの改善についても研究の課
題としたい。
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